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①「使える」・・・・意味を知っていて使える言葉に〇をつけよう。

②「使えた」・・・・学習を通して使えるようになったら〇をつけよう。

意味・使い方例

使える使えた

1

はっとする

 思いがけない出来事にびっくりするさま。

「―・ような美しい色」

2

じいんとする（くる）

感動や痛みのため、体がしびれるように感じるさま。

「胸に－くる」

3

琴線

きんせん

に触れる

　　ふ

心の奥深くにある、物事に感動・共鳴しやすい感情を琴の

糸にたとえていった語。「心の―・琴線に触れる言葉」

4

目頭

めがしら

が熱

あつ

くなる

深い感動のために、涙が浮かんでくる。

「苦労話に思わず―・る」

5

胸がいっぱいになる

悲しさやうれしさなどで心が満たされる。胸がつまる。

「初優勝の感激で―・る」

6

胸が熱くなる

感動がこみ上げてきて、胸がじいんとする。

「―・って涙が溢れる」

7

心を打たれる

強く感動させられる。

「ラストシーンは―・れるね。」

8

心

こころ

を揺

ゆ

さぶられる

心に残るような強い印象があるさま

「－・出来事にであった」

9

心

こころ

に染

し

み入

い

る

心に深く入りこむ。しみじみと感じられる。

「家族愛が―・物語だね」

10

感慨深

かんがいぶか

い

しみじみと心に感じる度合いが強い。「―・い思い出話」

11

感銘

かんめい

を受

う

ける

忘れられないほど深く感じること。心に深く刻みつけて忘

れないこと。「深い―・」

意味・使い方例

使える使えた

12

文句

もんく

ない

相手に対する言い分や苦情。不服。

「この文章はー・出来だ」

13

申

もう

し分

ぶん

ない

不満に思うところ、非難すべき点がない。

 「 －のない出来栄え」

14

納得

なっとく

がいく

他人の考えや行動などを十分に理解しすること。

「説明を聞いて―・」

15

意

い

に沿

そ

う

希望や要求に応じる。

「顧客の―・うように設計をやりなおす」

16

わが意

い

を得

え

る

満足する。「作品の出来にー・」

17

釈然

しゃくぜん

としない

疑いや迷いが解けてすっきりしない。

「説明を聞いてもまだ―・い」

18

物足

ものた

りない

何か足りないようで不満である。どことなく不足である。

「おかずが―・ない」

19

受

う

け入

い

れがたい

承知することがむずかしいこと。承諾できない。

「君の要求はー・」

言葉カード①

〈感想を表す言葉ヒント〉

目的・・同じ事でも様々な言い方がある事を知り、使っていく事で言葉を広げよう

感動を表す言葉

満足度を表す言葉

　　　　　　　

☆気持ちを表したいとき　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
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意味・使い方例

使える使えた

20

衝撃的

しょうげきてき

心を強く動かされるさま。

「―・な事件が起きる」

21

驚異的

きょういてき

驚くほどすばらしいさま。

「―・な記録を残す」

22

画期的

かっきてき

これまでとは時代をくぎるほど目覚ましいさま。新しい時

代をひらくさま。。「―・な発明」

23

素朴

そぼく

人の性質・言動などが、素直で飾り気がないこと。

「―・な人柄」

24

洗練

せんれん

された

よく磨かれて整っていること

「―された着こなし」

25

華

はな

やか

花が開いたように、明るく人目を引きつけるさま。

「―・な都会での生活」「―・に着飾る」

意味・使い方例

使える使えた

26

明快

めいかい

筋道があきらかでわかりやすいこと。また、そのさま。

「ー・な答弁」「単純ー・」

27

具体的

ぐたいてき

はっきりとした実体を備えているさま。個々の事物に即し

ているさま。「ー・な方法」⇔抽象的。

28

抽象的

ちゅうしょうてき

頭の中だけで考えていて、具体性に欠けるさま。

「抽象的で、わかりにくい文章」⇔具象的／具体的。

29

筋

すじ

の通

とお

った

物事が正しく行われている。首尾一貫している。筋道が通

る。「彼はいつも―・話をする」

30

写実的

しゃじつてき

現実を、主観をまじえずありのままに表現しようとするさ

ま。リアリスティック。「ー・な筆致」

意味・使い方例

使える使えた

31

独特

どくとく

そのものだけが特別にもっていること。

「―な（の）雰囲気」

32

斬新

ざんしん

趣向や発想などがきわだって新しいさま。

「ー・技法」「

33

一般的

いっぱんてき

特殊な事物・場合についてでなく、広く認められ行き渡っ

ているさま。「ー・な考え方」

34

典型的

てんけいてき

その類（たぐい）の特徴をよく現しているさま。

「ー・な症状」

35

平凡

へいぼん

これといったすぐれた特色もなく、ごくあたりまえなこ

と。また、そのさま。「ー・な作品」⇔非凡。

意味・使い方例

使える使えた

36

完璧

かんぺき

欠点がまったくないこと。また、そのさま。

「ー・な演技」

37

抜群

ばつぐん

多くの中で、特にすぐれていること。ぬきんでているこ

と。「ー・な成績をおさめる」

38

圧倒的

あっとうてき

他より非常に勝（まさ）っているさま。「ー・に強い」

39

会心

かいしん

の出来

で　き

期待どおりにいって満足すること。

「作品のー・に満足する」

40

妥当

だとう

実情によくあてはまっていること。適切であること。

「そのやり方はー・だ」

41

未熟

みじゅく

学問や技術などの経験・修練がまだ十分でないこと。ま

た、そのさま。「ー・な技」

内容を表す言葉

完成度を表す言葉

☆印象を表したいとき

☆評価をしたいとき

様子を表す言葉

内容を表す言葉
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①「使える」・・・・意味を知っていて使える言葉に〇をつけよう。

②「使えた」・・・・学習を通して使えるようになったら〇をつけよう。

意味・使い方例

使える使えた

1

歓喜

かんき

する

非常に喜ぶこと。また、心からの喜び。

「―・して躍り上がる」

2

小躍

こおど

りする

とびあがらんほどに喜ぶこと。　「―して喜ぶ」

3

はしゃぐ 調子にのってふざけ騒ぐ。「―・いだ調子で話す」

4

浮

う

かれる

楽しくなって心がうきうきする。おもしろさに心を奪われ

る。月に―・れて歩く」

5

心

こころ

が弾

はず

む

喜びや楽しい期待のために、心がうきうきする。

「夏休みの期待に―・む」

6

声

こえ

を弾

はず

ませる

調子づかせる。うきうきさせる。

7

感涙

かんるい

にむせぶ

深く感じて流す涙。感激・感謝のあまり流す涙。

8

有頂天

うちょうてん

得意の絶頂であること。また、そのさま。大得意。

「試験に合格して―・になる]

9

意気揚々

いきようよう

気持ちが高まり、自信たっぷりに、誇らしげにふるまうさ

ま。「試合に勝って―・と引き揚げる」

10

会心

かいしん

の笑

え

み

期待どおりにいって満足すること。

「―・を浮かべる」

11

天

てん

にも昇

のぼ

る気持

きも

ち

非常にうれしい気持ちのたとえ。

「天にも昇るここち」とも言う

意味・使い方例

使える使えた

12

いきどおる



激しく腹を立てる。「無策な行政を―・る」

13

むくれる



怒ってむっとする。ふくれっつらをする。

「―・れて答えない」

14

むしゃくしゃする



いらいらして気分が晴れないさま。

「嫌なことばかりで―・する」

15

いまいましい



非常に腹立たしく感じる。しゃくにさわる。

「―・いことに今日だけ天気が悪いらしい」

16

腹立

はらだ

たしい

しゃくにさわる。腹が立ってくる。

「顔を見ただけでも―・い」

17

立腹

りっぷく

はらをたてること。怒ること。「失敬な質問に―・する」

18

憤慨

ふんがい

ひどく腹を立てること。「身勝手なふるまいに―・する」

言葉カード②

〈感情を表す言葉ヒント〉

目的・・同じ事でも様々な言い方がある事を知り、使っていく事で言葉を広げよう

　　　

☆感情を表す言葉　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

喜びを表す　　

怒りを表す　　　
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意味・使い方例

使える使えた

19

はらわたが煮

に

えくりかえる

言いようのないほど腹が立つ。はらわたが煮え返る。

「親友の裏切りに―・る」

20

烈火

れっか

のごとく

激しい勢いで燃える火。「―・怒る」

意味・使い方例

使える使えた

21

うなだれる



失望や悲しさ・恥ずかしさなどのために、力なく首を前に

垂れる。うつむく。「悲しみに―・れる」

22

胸

むね

が張

は

り裂

さ

ける

悲しみや苦しみなどで心がいっぱいになる。

「愛犬の死に―・けそうだ」

23

わびしい



つらく悲しい。やるせない。「―・気持ちになる」

ひどくもの静かでさびしい。「人里離れた―・い田舎」

24

もの悲

がな

しい

なんとなく悲しい。「―・い気分になる」

25

やるせない



思いを晴らすすべがない。せつない。

「恋を失った―・い思い」

26

切

せつ

ない

悲しさや恋しさで、胸がしめつけられるようである。やり

きれない。やるせない。「―・い思い」

27

やりきれない



がまんできない。耐えられない。

28

悲痛

ひつう

あまりに悲しくて心が痛むこと。また、そのさま。

「―・な面持ち」「―・な叫び」

29

しんみり



もの寂しく、湿っぽい気分になるさま。

「別れのあいさつに―・する」

30

断腸

だんちょう

の思

おも

い

はらわたがちぎれるほど、悲しくつらい思い。

「―・で諦める」

31

沈痛

ちんつう

な面持

おもも

ち

深い悲しみや心配ごとに心を痛めること。また、そのさ

ま。「―・で話を聞く」

意味・使い方例

使える使えた

32

興

きょう

じる

楽しんで愉快に過ごす。「釣りに―・」　興ずるとも言う

33

満喫

まんきつ

する

十分に楽しむこと。「釣りの醍醐 (だいご) 味を―・」

34

たんのうする



十分に満足すること。「おいしい料理を―・」

35

胸

むね

を躍

おど

らせる

喜びや興奮などで胸をわくわくさせる。胸を躍らす。

「近づいた遠足に―・せる」

36

うきうきする



楽しさで心がはずむさま。うれしさのあまり落ち着いてい

られないさま。「朝から―・している」

37

わくわくする



待や喜びなどで、心が落ち着かず胸が騒ぐさま。どきど

き。「胸を―・させて包みを解く」

38

愉快

ゆかい

楽しく気持ちのよいこと。おもしろく、心が浮きたつこ

と。「―・に遊ぶ」

39

爽快

そうかい

さわやかで気持ちがよいこと。また、そのさま。

「朝の―・な気分」

40

心

こころ

ゆくまで

十分満足するまで。思う存分。心ゆくばかり。

「―・本を読む」

41

享受

きょうじゅ

する

受け入れて自分のものとすること。受け入れて、味わい楽

しむこと。　　「自由を―・」

42

充足

じゅうそく

する

十分に補い満たすこと。また、満ち足りること。

楽しさを表す　　

☆感情を表す言葉

怒りを表す　　　

悲しみ・哀れを表す


